
いよく活躍するという思いを込めて～ 

島生活＠TOKYO 

校長 櫻井 勉 
コロナ禍、東京オリンピック延期と激動の 2020 年から３

年間、伊豆諸島(東京都)の一つである三宅島(みやけじま)で

暮らしました。三鷹市から南へ約 180 ㎞の太平洋上に浮か

ぶ周囲約 30 ㎞(山手線と同じくらい)の火山島です。この数

十年はほぼ 20 年周期で噴火を繰り返しており、直近が 2000

年の大噴火(全島民が４年間島外避難)だったので、ちょっと

だけ心配しながら生活していました。  

都内からの交通は、１日１便の定期船で約６時間、調布飛

行場からの飛行機(19 人乗りプロペラ機)で約 40 分ですが、

どちらも天候状況によって欠航することが少なくありませ

ん。物資の輸送は船なので、二日連続で欠航するとスーパー

(島に４軒ほど。コンビニはない)からパン類や野菜類がなく

なり、さらに続くとインスタント食品や魚貝類も姿を消しま

す。ネット購入品も都内＋1 日で届くのでとても重宝しまし

たが、クリスマス前に３日連続で欠航した際には、島じゅう

のサンタさんが大変焦っていました。 

 島といえば美しい海。子供が

安心して遊べる砂浜は 1 ヶ所し

かありませんが、溶岩と大型岩

石による変化に富んだ海中地形

が豊かな漁場を作り出し、一歩

海に入れば、色とりどりの魚た

ちに囲まれ、シュノーケリングをしているとウミガメがすぐ

近くをゆったりと泳いでいきます。一度面白がってウミガメ

の後を追って泳いでいたら、気づかぬうちにかなり沖まで出

てしまい、あやうく浦島太郎になるところでした。    

お隣の御蔵島(みくらじま)には野生のイルカが 130 頭ほ

ど生息していて、船頭さんの指示でポイントに飛び込むと、

びっくりするほど近くでイルカの群れと泳ぐことができま

す。初めてのドルフィンスイムの日、５ｍほど下を泳いでい

た親子イルカを手招きしてみる

と、「ママ、ちょっとあの人間と遊

んでくるね」といった感じで子イ

ルカだけがすぐ近くまで浮上して

きたかと思うと突然、頭の噴気孔

からボワッと空気の輪を吹き出し、自分の体がバブルリング

に包まれるというめったにできない体験もしました。 

 島で暮らす小学生は約 70 人、中学生は 40 人で、一つの学

年は 10 名前後ですから、クラス替えというものはありませ

ん。保育園-小学校-中学校-高校と約 15 年間変わらぬメン

バーで毎日を過ごすのですから、よいこともあれば難しいこ 

 

ともあります。自然豊かな島でのびのびと遊ぶ姿を想像する

かもしれませんが、外周道路はアップダウンが激しすぎて自

転車でどこかに行くという概念が無く(島で自転車に乗って

いたのはロードバイクトレーニングをする私とマニアック

な旅行者くらい)、路線バスは朝夕を中心に１日５便のみな 

ので、島のあちこちに点在している友達の家に遊びに行くに

も車での送迎が必要となり、子どもたちの行動範囲は限られ

てしまいます。だからこそ、スクールバスで登下校する学校

こそが、仲間たちと交流ができるかけがえのない場所であり、

子どもたちにとって本当に大切な空間なのです。 

そんな環境でも健気に、一生懸命生きている子どもたち

を島の人々は「島の宝」として大切にします。子どもたちが

楽しめる島内のイベントをたくさん企画し、修学旅行、スキ

ー教室の他、内地(本土のことを島ではこう呼ぶ)での様々な

体験活動は村が費用を全額負担

して、子どもたちの心が豊かにな

るよう全力で支援しています。 

島暮らし 1 年目の冬、「南の島

だから」と防寒着を内地に置いてきてしまったことを激しく

後悔しました。さえぎる物のない島では冷たい海風が容赦な

く吹きつけ、荒れた海から吹き上がった潮のおかげで車のガ

ラスは真っ白になり、洗い流してからでないと危なくて運転

できません。しかし、穏やかな春の訪れとともに「バードア

イランド」が幕を開けます。アカコッコやカラ

スバトによく出会い、休日の朝の睡眠を妨げ

るウグイスの鳴き声はもはや騒音でした。 

ところで、みなさんは「海(潮)の香り」といったらどのよ

うな匂いを想像しますか？ 360°海で囲まれた島で暮らし

て実感したことは「本当に美しい海には匂いがない」というこ

とです。それまで勝手に思い込んできた「潮の香り」の正体

は、海水ではなく、生物が発する別ものでした。 

場所も環境も違いますが、学園の子どもたちに様々な学び

の機会を与えてくれる鷹南地域の人々と、宝物に愛情を注ぐ

島の人々の思いは同じです。そして以前から小中高一貫教育

を実践し、学校がスクール・コミュニティの拠点としての役

割を担っている島の教育から私たちが学ぶべきこともたく

さんあります。 

 現在の五中教員には、三宅

島、神津島、八丈島など島での

勤務経験者が４人もいます。ぜ

ひみなさんにも東京都の島を

今までより少しだけでも身近

に感じてもらえれば幸いです。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 7 年 2 月３日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第 12号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



1月の五中生： 新年を迎え、新たな気持ちで何事にも精力的に取り組み始める五中生の姿がありました！  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

   

学校公開及び 

新入生保護者説明会（１/１８） 

寒い一日でしたが、多くの保護者の

方々にご来校いただき、生徒たちの日

頃の様子を参観していただきました。

授業内容や教員とのやりとり、教室や

廊下の作品・掲示物などから、「五中の

今」を感じていただけたとしたら幸いで

す。また、４月の入学を待つ保護者の

方々にも本校についての説明の機会を

もつことができました。その後の標準

服などの採寸・販売の際には、五中の

ブレザーを“初めて”着る多くの 6年生

がいました。その表情からは、中学生に

なることへの大きな期待が膨らんでい

るように見えました。 

自然教室（2年生）(1/2２～２４) 

３日間全て好天に恵まれ、ゲレンデ

コンディションも最高の状態で実習を

行うことができました。生徒たちは意

欲的に実習に参加しインストラクター

の方々からたくさんのお褒めの言葉を

いただきました。全班がリフトに乗り、

大自然の豊かな空気に包まれながら、

それぞれの技術に応じて楽しそうに滑

っていました。一人ひとりが「上達し

た」という達成感を得ることが出来た

ようです。仲間と寝食を共にしたこの

３日間は、絆をさらに深める貴重な経

験となったはずです。一人一人が成長

し、集団としての「質」がさらに高まっ

た２年生の今後の活躍が楽しみです。 

 

書初め 

新年を迎えるにあたって丁寧に書き

上げた「書初め」が、国語係の協力によ

り始業式に一斉に掲示されました。ど

の書にも、新年のフレッシュで前向きな

気持ちが込められているようで、教室

を華やかに飾っていました。校内で選

出された優秀作品は、三鷹市役所に１

月３１日まで展示されていました。市内

中学校１２０作品中３名が最優秀賞を

獲得しましたが、その内本校からは２名

が選ばれました。五中の「質の高さ」が

よくわかります。この「丁寧に取り組む」

姿勢を今後も大切にしていきたいで

す。 

三鷹市小・中学校書初め展示会     

校内書初め展で金賞を受賞した生徒の作品から選出されました 

最優秀賞 村山 咲和（２） 田代 智紗（１） 

入賞  坂本 乃々楓（３） 野坂 しずく（３） 池上 結菜（３）    

田代 瑠璃（３） 小松 詩（２） 今井 華音（２） 

臼井 愛奈（２） 井伊 結愛（１） 森 紘香（１） 

岩﨑 楓奈（１） 

           

 

  

 

３（月） ふれあいアンケート   

５（水） 鷹教研（⑤カット） 部活動再登校 

７（金） プレ講座（中学校授業体験：小５対象） 

 ④⑤⑥カット（給食なし）   

 校内研・学園研 

１０（月） 私立高校一般入試 

（３年生:④⑤⑥カット 給食なし）  

１2（水） 避難訓練 職員会議 

１３（木） 劇と音楽の会リハーサル（E組） 

 学園運営委員会  

１４（金）  劇と音楽の会（E組） 

１７（月）  全校朝礼 安全指導 

１８（火） 春季考査一週間前（部活動原則中止） 

１９（水） 自然教室（１年）  

２０（木） 自然教室（１年） がん教育（２年） 

２１（金） 自然教室（１年） 

 都立高校学力検査（一次・分割前期） 

（３年生④⑤⑥カット 給食なし） 

２５（火） 春季考査（給食なし） 

   学校保健委員会  

２６（水） 春季考査（給食なし） 

２７（木）  一斉委員会（後期最終回） ⑥カット 

２８（金） 英語スピーキングテスト（１・２年生） 

（ESAT-J  Year 1 Year 2） 

 学年会 

＜陸上部＞                                   

第 63回東京都中学校ロードレース大会多摩大会 

・男子１年２㎞９組 ５位 ７分３２秒  小林 蒼弥  

・男子２・３年２㎞４組 ７位 ７分０６秒  長﨑 昇吾 

・男子１年３㎞１組 ４位 １０分３９秒 石井 駿大 

        ３組 ５位 １０分４４秒 清水 晃太郎 

・男子２・３年３㎞２組 ７位 １０分１９秒 兼重 太一 

第６９回調布市民駅伝競走大会 

・男子１５㎞（３㎞×５人） ３位 ５５分３９秒 

兼重太一 清水晃太郎 中田凛太郎 杉本寛樹 長﨑昇吾 

・女子１５㎞（３㎞×５人） ８位 ７１分１６秒 

大平心海 石松梨紗 黒田真由 古牧彩 島田留依 

 

 

＜バレー部＞ 

TAISEI V CUP  

第 3位 

 

＜吹奏楽部＞ 

第５８回  

東京都中学生アンサン

ブルコンテスト 

【管楽４重奏】 銅賞 

 

第 33回“明日の TOKYO

作文コンクール 

佳作 黒川 杏（２年） 

 

 

 

 給食試食会（１/２２） 

自然教室中の２年Ｄ組の教室を使って、ＰＴＡ主催で開

催されました。限られた予算や食材から、栄養バランス

を考えつついかに美味しく提供できるか…そのための

学校の工夫や努力を感じていただくことができました。 

２月の予定 


